
畜産領域におけるマイクロ体内ロボットの応用

［要約］加速度、体温および心電を感知するマイクロセンサチップを牛頚部皮下に埋め込

むことで、牛の体動、体温および心拍数が把握でき、非接触で充電、データ通信が可能な

ＬＳＩセンサチップを開発した。また、体外装着式センサを用いて体動を把握することで、

牛の発情兆候の把握が可能である。
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［背景・ねらい］

近年、消費者の食品に対する安全・安心への要求が高まっており、生産履歴の追跡（トレ

ーサビリティ）や安全な畜産物の提供が求められている。一方、畜産現場では、生産の効率

化と飼養規模の拡大が進んでいる。しかし、大規模化は牛の健康状態や発情、分娩の確認と

いった個体管理を困難にし、病気のまん延や分娩間隔の延長等による経済的損失を引き起こ

している。本研究では、マイクロセンサチップを牛体内に埋め込み、生体情報を常時モニタ

リングすることで、発情や分娩兆候の的確な把握と個体の健康管理を可能にし、生産性の向

上や省力管理、安全な畜産物の供給に寄与できる家畜管理システムを開発する。

［成果の内容・特徴］

①マイクロセンサチップの開発仕様を決定するために、埋込式センサチップ・プロトタイプ

（以下 「プロトタイプ ）を作製し、牛頚部皮下でセンサの動作検証を行ったところ、加、 」

速度、温度、心電の各センサは正常に動作し、体動、体温、心拍数を把握できることを確

認した （図１、２、３）。

②頚部皮下に埋め込んだプロトタイプに受電コイルを装着することにより、体表から15cmの

距離で充電が可能である。また、各センサが感知したデータはＢluetoothモジュールを用

いたデジタル通信によって、体表から280cm以内ではデータの欠落がなく回収できる。

③上記基礎データをもとに温度、加速度および心電センサを内蔵したＬＳＩセンサチップを

開発し、センサチップの小型軽量化を達成した。

④ＬＳＩセンサチップを用いた体外装着式センサ（体動）を牛に装着することで、発情開始

から活動量の増加が確認でき、発情兆候の把握が可能である （図4）。

［成果の活用面・留意点］

ＬＳＩセンサチップを用いた体外装着式センサによって、発情兆候を捉えることが確認で

きたことから、従来人が行ってきた牛の行動チェックや体温測定等による牛個体管理の作業

は、ＬＳＩセンサチップによるモニタリングに置き換え管理できる可能性がある。

牛の個体管理の省力化および的確性の向上を図るためには、採取するデータ項目、内容お

よび精度について検討する必要がある。また、本研究で得られたマイクロセンサチップ開発

の基礎技術に係る成果は、種々の埋め込み式メディカル機器の開発に有益な情報となる。



［具体的データ］

図１ センサチップ・プロトタイプの外観

図２ 採取した心電図 図３ 採取した加速度（歩行時）

図４ 体外装着式センサによる発情兆候の把握

（上段：供試牛Ａ、下段：供試牛Ｂ 発情兆候開始：day２の３時～）
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